
（1）第33号 牛久市農業委員会だより 平成30年１月

2018年（平成30年）
第 33 号

発行所 牛久市農業委員会
住　所 牛久市中央３－15－１
電　話 029－873－2111(代)
再生紙を使用しています

出荷の最盛期をむかえた白菜畑　〜東下根地区〜
寒さで甘さ美味しさＵＰ

qqqq 主な内容 qqqq

農業委員会の委員紹介………………………… ２

農業委員会会長挨拶

農業委員会委員視察研修……………………… ３

知事要望

お知らせ………………………………………… ４

牛久市農業委員会だよりはインターネットでもご覧いただけます   http://www.city.ushiku.lg.jp/page/page000957.html

小坂地区農地中間管理事業話し合い



平成30年１月 牛久市農業委員会だより 第33号（2）

会長職務代理
吉田　功
桂町

会　長
山越　康義
下根町

中山　みつい
牛久町

板倉　宏
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石島　ますみ
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坪井　隆典
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河村　利夫
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藤田　文男
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中島　勉
女化町

奥野地区
島田　守
奥原町

奥野地区
中山　邦夫
桂町

岡田地区
鈴木　正規
東猯穴町

岡田地区
大山　勝久
柏田町

牛久地区
中島　一郎
新地町

農
地
利
用
の最

適
化
に
向
け
て

　
　
　
　
牛
久
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
山
　
越
　
康
　
義

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
牛
久
市
農
業

委
員
会
の
業
務
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
牛
久
市
の
農
業
委
員
会
は
、
平
成
29
年

7
月
20
日
よ
り
改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ

る
新
体
制
に
移
行
し
、
市
長
よ
り
農
業
委

員
が
任
命
さ
れ
、
ま
た
、
農
業
委
員
会
は

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委
嘱
し
ま

し
た
。
農
業
委
員
会
が
新
体
制
へ
移
行
し

た
こ
と
に
よ
り
、
制
度
改
正
の
主
眼
で
あ

る
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
に
お
い
て
着
実

に
成
果
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
段
階
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
2
月
に
は
茨
城
県
内
の
圏
央
道
が

全
線
開
通
し
、
物
流
社
会
基
盤
網
の
整
備

が
進
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
農
地
に

つ
い
て
は
経
済
的
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る

と
は
い
い
が
た
い
現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
委
員
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
優
良
農
地
を
維
持
し
農
業
担

い
手
に
農
地
を
集
約
し
、
農
地
の
経
済
的

価
値
を
高
め
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
お

よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

牛久市農業委員と
牛久市農地利用最適化推進委員が決まりました

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

牛久市農地利用最適化推進委員を委嘱しました
平成29年８月10日に５名の農地利用最適化推進委員を委嘱しましたので、ご紹介いたします。
任期は平成32年７月19日までです。

牛久市農業委員が任命されました
平成29年７月20日に12名の農業委員が任命されましたので、ご紹介いたします。
任期は平成32年７月19日までです。
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長
〜
〜
〜
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
錦
秋
の
秋
だ
っ
た
。

　
季
節
外
れ
の
台
風
を
追
っ
て
、

日
本
一
の
米
ど
こ
ろ
新
潟
県
は
新

発
田
市
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
た
。

　
新
発
田
市
は
政
令
指
定
都
市
新

潟
市
の
北
部
に
位
置
す
る
面
積
約

５
３
３
平
方
キ
ロ
（
牛
久
市
の
約

10
倍
で
同
じ
よ
う
な
穀
倉
地
帯
で

あ
る
旧
稲
敷
６
ヵ
市
町
村
合
わ
せ

た
面
積
４
８
０
平
方
キ
ロ
よ
り
さ

ら
に
広
い
）
人
口
約
10
万
人
の
都

市
で
あ
る
。

　
市
域
は
東
が
福
島
県
に
接
す
る

飯
豊
連
峰
か
ら
西
は
日
本
海
ま
で

達
す
る
扇
状
地
形
の
水
田
単
作
地

帯
で
あ
る
越
後
平
野
の
北
部
地
域

の
一
角
を
占
め
て
い
る
。

　
穀
倉
地
帯
越
後
平
野
を
潤
す
の

は
南
中
部
を
流
れ
る
日
本
一
長
い

信
濃
川
と
阿
賀
野
川
、
北
部
は
加

治
川
等
の
も
た
ら
す
豊
か
な
水
が

旨
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
産
し
て
い
る
。

　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
は
平
成

17
年
に
合
併
し
た
旧
加
治
川
村
役

場
庁
舎
の
加
治
川
支
所
内
に
あ
っ

て
、
農
業
委
員
19
名
（
内
女
性
１

名
）推
進
委
員
22
名（
内
女
性
４
名
）

任
意
部
会
と
し
て
情
報
活
動
部
会

6666666666666666666666666666666666666666666666666666666

13
名
、
農
地
調
整
部
会
14
名
、
農

政
推
進
部
会
14
名
の
３
部
会
に
分

散
し
て
活
動
し
て
い
た
。

　
事
務
局
体
制
は
10
名
（
正
職
７

名
、臨
時
職
２
名
、パ
ー
ト
１
名
）。

　
視
察
研
修
は
事
前
に
通
知
し
て

あ
っ
た
遊
休
農
地
耕
作
放
棄
地
対

策
に
つ
い
て
事
務
局
及
び
会
長
か

ら
懇
切
丁
寧
な
説
明
が
あ
っ
た
。

　
平
野
部
の
圃
場
で
は
１
区
画
50

ｍ
×
２
０
０
ｍ
（
１
町
歩
）
へ
の

土
地
改
良
が
耕
地
面
積
の
約
６
割

ま
で
進
展
し
、
米
農
家
は
経
営
面

積
平
均
50
〜
60
町
歩
で
借

り
手
も
多
く
耕
作
放
棄
地

は
、
ほ
と
ん
ど
発
生
し
て

い
な
い
。

　
放
棄
地
は
主
に
中
山
間

地
区
で
発
生
し
て
お
り
、

担
い
手
の
減
少
、
労
力
不

足
に
加
え
鳥
獣
害
が
拍
車

を
か
け
て
い
る
。
こ
の
山

際
地
域
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
渡
り
補
助
事
業
で

防
護
柵
を
整
備
し
た
も
の

の
、
学
習
し
た
野
猿
は
電

気
柵
を
乗
り
越
え
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
ほ
か
、
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
も
報
告
さ

茨
城
県
知
事
へ

農
業
施
策
に
対
す
る

要
望
を
し
ま
し
た

平
成
29
年
10
月
30
日

　
い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員
の
会
会

長
で
あ
る
中
山
農
業
委
員
が
、
農
業

会
議
を
代
表
し
て
葉
梨
衛
会
長
を
始

め
各
常
設
審
議
委
員
の
方
々
と
共

に
、
県
庁
で
「
２
０
１
８
年
度
農
業

施
策
に
対
す
る
要
望
」
を
行
い
ま
し

た
。

　
要
望
を
受
け
て
大
井
川
知
事
は
、

「
経
営
体
と
し
て
持
続
で
き
る
強
い

農
業
を
目
指
し
た
い
。」
と
農
業
施

策
へ
の
意
欲
を
応
え
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
農
業
委
員
研
修

平
成
29
年
10
月
18
〜
19
日

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
先
進
的
農
村
女
性

交
流
交
換
会
が
千
葉
県
千
葉
市
と
木

更
津
市
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。
１
日

目
は
、
経
営
参
画
・
６
次
産
業
化
・

社
会
参
画
を
そ
れ
ぞ
れ
実
践
さ
れ
て

い
る
３
名
の
方
の
事
例
発
表
と
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
意
見
交
換
会

が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
一
粒
舎
の
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘

み
取
り
園
の
ら
り
く
ら
り
」を
視
察
。

一
粒
舎
は
２
０
０
４
年
に
障
が
い
者

と
高
齢
者
の
福
祉
事
業
所
と
し
て
設

立
。
現
在
、
観
光
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘

み
取
り
園
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
６
次

産
業
化
そ
れ
か
ら
里
山
の
再
生
（
耕

作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
）
も
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
農
業
と
福
祉
の
連

携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
豊
か
な
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
と

の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
視
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
７
日
に
は
県
内
研
修

が
あ
り
「
２
０
１
７
年
度
農
林
水
産

祭
天
皇
杯
」
に
お
い
て
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
神
栖
市
農
業

委
員
会
の
原
範
子
委
員
（
ピ
ー
マ
ン

農
家
）
を
訪
問
研
修
し
ま
し
た
。

れ
て
お
り
大
変
困
惑
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
両
市
の
会
長
と

も
に
米
作
り
の
大
規
模
農
家
、
か

つ
て
牛
久
市
を
訪
問
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
用
水
費
、
各
県
の
ブ
ラ

ン
ド
米
戦
略
、
中
間
管
理
機
構
の

手
法
や
手
数
料
、
転
作
田
の
作

物
、
女
性
委
員
の
確
保
等
々
予
定

時
間
を
越
え
て
の
情
報
交
換
の
場

と
な
っ
た
。

　
牛
久
市
で
は
女
性
委
員
が
１
名

減
と
な
っ
た
が
、
推
進
委
員
と
し

て
積
極
的
に
選
出
す
る
よ
う
に
努

め
た
と
の
こ
と
で
次
回
の
改
選
に

あ
た
っ
て
は
参
考
に
す
べ
き
方
策

だ
ろ
う
。

農
業
委
員
会
委
員
視
察
研
修

平
成
29
年
10
月
31
日
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編
集
後
記

　
昨
年
、
農
業
委
員
改
選
が
あ
り
、
牛
久
市

で
も
平
成
29
年
7
月
20
日
か
ら
農
業
委
員
12

名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
5
名
と
の

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
地
集
積
や
新
規
参
入
推
進
が
位
置
づ
け

ら
れ
、今
後
の
農
地
に
関
す
る
諸
問
題
な
ど
、

連
携
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
編
集
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
　
石
島
ま
す
み

	

　	

〃
　
　		

中
山
み
つ
い

賃借料情報

区分（10a当り） 賃借料標準額

田 10,000〜20,000円

畑 3,000〜8,000円

農作業標準料金
請負作業標準料金

項　目
作業名

単　位 料　金 備　考

深耕 10a 10,000円

プラウ耕 10a 6,000円

デスク耕 10a 3,500円 パワーデスク

普通ロータリー 10a 5,000円 畑

耕起 10a 5,000円 田

代かき 10a 6,000円

育苗 １箱 700円 硬化苗

畦塗り 1m当たり 35円

田植え 10a 6,500円 条件により料
金割増

育苗〜田植え 10a
18,000〜　
20,000円

刈取り〜脱穀 10a
16,000〜　
20,000円

倒伏などの条件
により上限とす

る

刈取り〜調整 10a
30,000〜　
35,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰
めまで）

乾燥〜調整
玄米60Kg
当たり

1,800円 （袋詰めまで）

籾すり
玄米60Kg
当たり

1,000円 （　　〃　　）

麦刈り〜調整 10a 22,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰
めまで）

甘藷マルチ張り 10a 10,000円 薬剤散布含む

甘藷マルチ張り 10a 5,000円 薬剤散布なし

落花生マルチ張り 10a 4,000円

肥料と土壌改良
剤の散布

10a 2,500円

資材の運搬は
含まない
片方のみの場
合は1,500円
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mmmmm

mmmmm

お知らせ
老
後
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

農
業
者
年
金

農
業
者
年
金
の
主
な
特
徴

・
節
税
（
保
険
料
は
全
額
が
所
得
控
除
）

・
保
険
料
が
選
べ
る（
月
額
２
〜
6.7
万
円
）

・
積
立
方
式
の
確
定
拠
出
型
年
金

・
年
金
は
生
涯
受
給

三
つ
の
要
件
を
満
た
せ
ば
加
入
で
き
ま
す

１
、
60
歳
未
満

２
、
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
（
保
険
料
免
除

者
は
除
く
）

３
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事

加
入
の
相
談
は
農
業
委
員

ま
た
は
Ｊ
Ａ
へ

農
業
者
の
視
点
で
お
届
け
し
ま
す

全
国
農
業
新
聞

　
農
家
の
思
い
を
伝
え
、
農
業
・
農
村
の

未
来
を
と
も
に
考
え
る「
全
国
農
業
新
聞
」

は
地
域
農
業
者
の
代
表
機
関
で
あ
る
農
業

委
員
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る
週

刊
の
農
業
総
合
専
門
誌
で
す
。

　
購
読
の
相
談
は
農
業
委
員
へ
。

発
行
日
／
毎
週
金
曜
日

購
読
料
／
月
７
０
０
円
（
送
料
込
）

許
可
が
必
要
！
農
地
の
転
用

　
農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
業
以
外

の
用
途
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　
農
地
に
区
画
形
質
の
変
更
を
加
え
て
宅

地
、
道
路
、
山
林
な
ど
の
用
途
に
転
換
す

る
こ
と
や
、
一
時
的
に
工
事
や
資
材
を
置

い
た
り
す
る
場
合
も
転
用
と
な
り
ま
す
。

許
可
申
請
は
、農
業
委
員
会
事
務
局
へ
。

未
来
に
つ
な
ぐ
『
相
続
登
記
』

　
農
地
を
相
続
し
た
ら
、
相
続
登
記
と

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
登
記
の
手
続
き
は
法
務
局
へ
、
農

地
の
相
続
の
届
出
は
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

6

　
　
　

6

　
　
　

6

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員
会
委
員

　
こ
の
度
の
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選

に
伴
い
、次
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
大
な
る
業
績
に
対
し
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

　
塩
澤
和
子	

様
　
　

　
飯
岡
幹
雄	

様
　（
議
席
順
）


